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LM5576および LM25576を
使用した 3Aの降圧型レギュレー
タのクイック・スタート・ガイド

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

LM5576 および LM25576 は最小限の外付け部品を使用して、
効率の高い高耐圧降圧型レギュレータを実現するために必要な
すべての機能を備えたスイッチング・レギュレータです。 本レギュ
レータは使い易く、3A の出力電流能力の耐圧 42V (LM25576)
または 75V (LM5576)の Nチャネル降圧型スイッチを内蔵してい
ます。 動作周波数は 50kHz～ 1MHzの範囲で設定可能です。
保護機能として、 電流制限、サーマル・シャットダウン、リモート・
シャットダウン機能を備えています。 放熱を助ける露出ダイ接続
パッドを備えて消費可能電力を増大させたTSSOP-20EPパッケー
ジが利用できます。

本ガイドでは、設計を完成するのに必要な外付け部品が容易に
選択できるように、わかりやすいプロセスで順を追って説明します。
動作原理、設計トレードオフ、さらに別のアプリケーション・ガイド
などの詳細については、デバイスのデータシートを参照ください。
Figure 1に 3AステップダウンDC/DCコンバータの回路全体を示
します。 いくつかの外付け部品は、ほとんどのアプリケーションに
対して値を標準化できます。 入力電圧範囲、出力電圧、所定の
動作周波数によって、その他の部品の値が決まります。

本ガイドによるエクセルの表計算シートは、ナショナル セミコンダク
ターの webサイトから入手できます。

FIGURE 1.   Application Schematic

クイック・ガイド設計ワークシート
ステップ 1. 基本仕様リスト

出力電流： 0～ 3A

ステップ2. 入力電圧最大値 [3]が42Vより小さい場合、LM25576
を使います。 入力電圧最大値 [3]が 42Vより大きく75Vより小さ
い場合、LM5576を使います。 両方のデバイスとも、入力電圧最
小値 [2]は 6Vより大きくなければなりません。

ステップ 3. 動作周波数の選択は、変換効率と小型化の間のト
レードオフによって行われます。 比較的高い入力電圧として高周
波で動作させると、効率への影響が大きく、その結果大量の熱
を発生します。 アプリケーションによっては、高い動作周波数を選
択すると、入力電圧範囲が制限されます。 LM5576 を使用する

アプリケーションでは、最高動作周波数の推奨値は 500KHz で
す。 LM25576を使用する場合、動作周波数は 1MHzと高い値
に設定できます。 ターゲットとなる動作周波数は 50kHz ～ 1MHz
(LM5576の場合は 500kHzまで )から選択します。 Vin (min)が
選択した動作周波数を制限するかどうか確認します。

動作周波数を下げない場合、選択した動作周波数は、上記で
計算された Fsw (max)より低くなければなりません。 Vin (max)が
選択した動作周波数を制限するかどうか確認します。

動作周波数を下げない場合、選択した動作周波数は、上記で
計算された Fsw (max)より低くなければなりません。

出力電圧： V [1]

入力電圧最小値： V [2]

入力電圧最大値： V [3]

レギュレータの選定： [4]

選択した動作周波数 Fsw： Hz [5]
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クイック・ガイド設計ワークシート (つづき)

ステップ 4. 選択した動作周波数に対するRtの値を計算します。

ステップ 5. L1の値を計算します。

L1の値を計算します。

最も近い標準インダクタの値を選択します。 過負荷状態のとき、
ピーク・インダクタ電流は公称 4.5Aに制限されます (最大 5.1A)。
選択したインダクタのピーク電流定格は最低 5.1Aでなければなり
ません。

ステップ 6. CRAMPの値を計算します。

CRAMP＝L1[7]×10-5

ステップ 7. Vout[1]が 5V以下の場合、Rfb2を 5kΩに設定しま
す。 Vout[1]が 5Vより大きい場合、Rfb2を 10KΩに設定します。

Rfb1の値を計算します。

ステップ 8. フライホイール・ダイオードD1を選択します。 すべての
アプリケーションに対してショットキ・タイプのダイオードが必要で
す。 ファースト・リカバリ・ダイオードは推奨しません。逆方向リカ
バリ過渡電流によってICに損傷を与える可能性があります。 逆方
向降伏電圧定格は、入力電圧最大値 [3]より大きい値にある程
度のマージンを加えます。 最悪の場合として、短絡負荷状態を想
定します。 この条件では、ダイオードには出力電流がほぼ連続し
て流れます。 この電流は 5.1A にまで達することがあります。 ダイ
オード両端間の電圧降下を 0.6Vとすると、ダイオードの最大消費
電力は3Wに達します。DPAKまたはSMCのケースを推奨します。

ステップ 9. VINピンのリップル電圧を制限し、かつオン期間中の
スイッチ電流の大半を供給するために、良質の入力コンデンサが
必要です。 入力コンデンサに対するリップル電流定格 (RMS) の
最小値は 1.5A です。 ESR 値の小さい高品質のセラミック・コン
デンサを推奨します。 入力コンデンサ電圧の定格は、入力電圧
最大値[3]より大きい値にある程度のマージンを加えます。 動作周
波数に関係して入力コンデンサの値を選択する目安は次の式に
よります。

ステップ 10. 出力コンデンサは、インダクタ・リップル電流を平滑
化するとともに、負荷の変動に対して電荷を供給します。 出力コ
ンデンサとしては、セラミック・コンデンサ (10μF～ 47μF)を最初
に選択するのがよい方法です。負荷変動の大きいアプリケーショ
ンには、低ESRの有機コンデンサまたはタンタル・コンデンサ (22μF
～220μF)を並列に追加すると良い結果が得られます。 セラミック・
コンデンサはきわめて小さな ESRを持ち、出力リップル電圧とノイ
ズ・スパイクを吸収し、他方、さらに大容量のバルク・コンデンサ
は負荷の変動に対して電荷を供給します。 出力コンデンサ電圧
の定格は、出力電圧 [1]より大きい値にある程度のマージンを加
えます。 出力リップル電圧の近似値は次のとおりです。

ステップ 11. CcompとRcompによって、全体ループ・ゲインの安
定化に必要なエラー・アンプ・ゲイン特性が決まります。 電流モー
ド制御の利点の 1つは、2個の部品のみでループを閉じられるこ
とです。 Rcompの値の計算は次の式によります。

Ccompの値は次の式で計算します。

ステップ 12. 次ページの表に設計された回路の部品リストを示し
ます。 上記ワークシートのそれぞれの値 [#]を次の表に書き写して
ください。これで終了です。

Rtの選択した値： Ω [6]

L1の選択した値： H [7]

CRAMPの選択した値： F [8]

Rfb2の選択した値：  Ω [9]

Rfb1の選択した値：  Ω [10] 

選択したダイオードの部品番号：  [11]

Cinの選択した値：  F [12]

Coutに選択した値： F [13]

Rcompに選択した値： Ω [14]

Ccompに選択した値： F [15]
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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